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都 市 経 営 局  都市経常・行政運営調整委員会要求資料  

（平成19年12月H‖開催）  

請願第27主音：「者析日経常fl－）匡i際政策室長の罷免について」関連  

中国語受講先勺櫨討に一：さぎ′もて   

F†ヰ1間の交流の進展や馬英九 台北市長（当時）から［川】それぞれの言語に  

よるスピーチ提案け王1軌7）を受けたり、お礼状で再言及があったため㌧垂二  

姦埜二鋤露草学校置調べたり、匡†際交流員（C‡R）  

による指導を検討しましたが、実際には具体化しませんでした。（Hl軋8月頃）  

．‥し二∴し．＿＿．．   
本年1月中旬、中田市長より馬前村長提案のスピーチコンテストに関する中  

国語の学習について、その後の状況確認があったため、再度検討を行し）ました。  

．叫よコ   
語学学校匿関係団体のホ軸盈ページやパンフレットなどを検討しもその結果、  

F桝軋語受講の候補として∴下記をリストアップしました。（国際政策室、秘書課）  

（学校など）「1）～④亀（個人レッスン）（を  

ただし、選定に当たっては、F記の条件を重視しました。  

静態キュリティの点から、不特定多数が出見りしない  

朝市役所からの移動距離が近射  

臨市長スケジュールは変更が多銅ため㌧ 相博満の理解・協力が得られる  

抄本格的な日常会話や趣味としで中国語を学習するのではな≪、短期で「発音」など基   

礎練習中心に行う  

（また、矧敵 国際交流員（（ニーR）による「個人レッスン」を行うことを検討もいた  

しましたが、ある程度基礎が身についたほうが、効果的と考えました。）   

最終的に、上記条件を満たし、学校側の協力も得られる「社会保険横浜看護  

専脛臓明凱 での受講を前提に∴秘書課と調整のと、匡l際政策室が公務として事  

前調整を行いました。   




